
「日本酒の効能について～健康に繋がる飲酒の仕方～」
唐橋　幸市郎 氏

「地域の見守り・支え合いづくり　　　　
　　　　～東日本大震災から学んだこと～」

関　靖男 氏

「相続と遺言について」　大森　佳彦 氏

社協だより
vol.32
平成26年
8月１日号

きたかた よろこび多いまち
づくり

　健康、安全安心なまちづくり、地域福祉をテーマに
3回にわたって開催した本年度の「ふれあい社会福祉講
座」は延280名の市民の皆様が受講されました。
　本協議会では、市民の皆様が住み慣れた地域で安心
して暮らせる地域社会の構築を目指し、様々な事業に取
り組んでおります。
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社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会

役員・評議員改選
　このたび、本協議会の役員・評議員は全市並びに各地区ごとに設置した選考委員会の推薦に基づき、理事会並びに
評議員会の議決を経て選任されました。
　役員・評議員は市民の皆様の代表として、社会福祉協議会の効率的な運営と組織的活動を促進し、地域における民
間社会福祉の増進を図ることを目的とした社会福祉協議会の運営にあたります。
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　市民の皆様よりご協力い
ただいている会費・寄付金等
は、地域の福祉向上を目的と
して、地域福祉事業を中心に
有効に活用させていただいて
おります。
　引き続き、皆様の
ご理解とご協力をお
願い致します。

平成25年度 決算報告
貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年３月31日現在（単位：円）

資産の部 負債の部
流動資産 190,220,881 流動負債 70,177,211
　現金預金 95,428,906 　未払金 68,936,669
　未収金 90,245,389 　預り金 1,240,542
　立替金 307,731 固定負債 375,358,635
　前払金 315,000 　退職給与引当金 375,358,635
　短期貸付金 3,823,855 負債の部合計	 	 445,535,846
　仮払金 100,000 純資産の部
固定資産 646,375,837 基本金 5,000,000
　基本財産 5,000,000 　基本金 5,000,000
　　基本財産特定預金 5,000,000 基　金 36,119,200
　その他の固定資産 641,375,837 　社会福祉基金 20,009,200
　　建物 8,390,943 　生活援助基金 2,110,000
　　構築物 1,078,988 　高額療養費・援助資金貸付基金 14,000,000
　　車両運搬具 7,055,889 国庫補助金等特別積立金 7,344,439
　　器具及び備品 2,575,902 　国庫補助金等特別積立金 7,344,439
　　退職共済預け金 332,133,045 積立金 253,933,360
　　特定預金 290,052,560 　積立金 253,933,360
　　リサイクル預託金 88,510 次期繰越活動収支差額 88,663,873
資産の部合計 836,596,718   （うち当期活動収支差額） 10,122,759

純資産の部合計 391,060,872
負債及び純資産の部合計 836,596,718

平成25年度事業活動収支計算書　　　　  　　  　　　　　　　（単位：円）

収入額 支出額 差異
事業活動収支の部 745,772,782 737,126,579 8,646,203
事業外活動収支の部 1,476,563 0 1,476,563
特別収支の部 0 7 −7
合　　計 747,249,345 737,126,586 10,122,759

（当期活動収支差額）

＜収支内訳＞　　　　　　　　　（単位：円）

収　　　　　　入
会費収入 9,209,550
寄付金収入 10,152,848
補助金収入 65,844,000
受託金収入 221,004,034
負担金収入 566,700
自立支援費収入 10,326,578
共同募金・歳末たすけあい収入 9,336,499
介護保険収入 345,674,566
利用料収入 19,383,835
その他の収入 55,750,735
合　　計 747,249,345

（単位：円）
支　　　　　　　出

法人運営事業 130,860,173
地域福祉事業 等
 ・ボランティア教育　・福祉団体育成支援
 ・サロン事業の推進　・社会福祉大会開催　ほか

11,886,854

指定管理施設運営事業
 ・総合福祉センター　・夢の森
 ・いきいきセンター　 ・高齢者生産活動センター
 ・しゃくなげホーム　 ・かたくり荘

99,584,740

児童館運営受託事業 87,959,955
歳末たすけあい配分事業 3,879,903
介護事業
 ・ケアプランセンター４事業所　　　・ヘルパーセンター３事業所
 ・デイサービスセンター１事業所　　・訪問入浴　１事業所
 ・地域包括支援センター

402,954,961

合　　計 737,126,586
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平成25年度の主な事業報告
◎ふれあいいきいきサロンの推進

　地域における高齢者の交流を深め、
助け合い・支え合いながら健康で活力
ある生活を送っていただくことを目的
に「ふれあいいきいきサロン」の開設
と運営を支援しました。
　平成25年度活動サロン数

　　　　23ヵ所（うち新設１ヶ所）

◎ボランティア事業の推進

○ボランティア活動普及事業協力校
　の指定
　市教育委員会・市内各小中学校の
協力を得て、心豊かな児童生徒を育成
するため、ボランティア協力校を指定
し福祉教育の推進を支援しました。
○福祉教育への協力
・家庭看護、福祉実習への職員派遣　８回
・介護職員初任者研修への職員派遣　14回
○サマーショートボランティアスクー
　ルの開催
○声の広報の編集・発行
○点訳ボランティアの育成

◎除雪ボランティア事業

　中学生や高校生、民生児童委員、赤
十字奉仕団、地域のボランティア等の
皆さんの協力をいただき、一人暮らし
や高齢者世帯の除雪を行いました。
　　喜多方地区		 97名参加
　　熱塩加納地区		 84名参加
　　山都地区　　　　　 128名参加
　　高郷地区	  	56名参加
※塩川地区は降雪量が少なく中止しました。

高齢者料理教室開催

～心にしわはなし～ 「第30回 センターまつり」

塩川町陶芸教室日帰り研修

　喜多方市高齢者生産活動センターでは「第30
回センターまつり」を開催しました。（６月８日
（日）：岩月町火付沢　同センターに於いて）活
動している８グループの会員の皆さんが丹精こめ
て作った作品の展示・販売や体験教室、バザー
や軽食コーナーなど大勢の方々で賑わいました。

高郷デイサービスの運動会「玉入れ」

七夕飾りに願いをこめて！

　高郷デイサービスでは６月23 日から一週間、皆さんと手作りの
運動会を実施しました。「自然と元気が出てくるね。」と話される
方も多く、玉入れでは、赤白に分かれて中央のカゴを目がけ、色
とりどりの玉を投げ込みました。
　大きさや重さが不揃いの玉々は、同じく投げても上手く入らず、
そこにおもしろさがあるようでした。

塩川地区

喜多方地区

熱塩加納地区

高郷地区

山都地区

　山都デイサービスの利用者さまのために、年に４回耶麻農業高等
学校の生徒さんから楽しいプレゼントが届いています。
　７月は七夕飾りの製作キットを届けていただき、利用者の皆さまは
生徒達の作った「見本」を見ながら、天まで願いごとが届くように
と真剣に楽しそうに仕上げられていました。

　塩川町陶芸教室では、日頃より「作る楽しさ・使う喜び」を求め世界
に一つだけの作品づくりに励んでいます。このたび、会員研修として山形
市の「平清水焼七右ェ門窯」を訪問し、体験研修を実施してきました。
　日頃の製作の疑問点を質問したり、釉薬の特徴など熱心に見入るな
どされていました。
　今回の研修がきっと作品作りに生かされることと思います。

　７月２日、市の栄養士さんや食生活改善推進員のご協力をいただき、町内のひとり
暮らしや高齢者夫婦の方々を対象に料理教室を開催しました。１２名の皆さんが久
しぶりの再会に会話をはずませながら、料理の話しに耳を傾けていました。
　夏場の暑さを乗り切るために『～身近な野菜を利用して～』と題して、なすやきゅう

りの『なすサラダ』をはじめ、かぼちゃを煮込んだスープ『かぼちゃ旨煮』
など夏野菜を使っての献立は、「美味かった」と評判でした。
　また、お話しの時間には『食中毒予防の基礎知識』『熱中症予防につい
て』を栄養士さんからご講演もいただきました。

◎傾聴ボランティア養成事業

　傾聴に関する知識及び技能等を習得
し、地域の中で積極的に傾聴活動を行う
ボランティアを養成することを目的とし
養成講座を開催しました。
　３講開催　　　　　 延102名受講

◎災害ボランティアセンター事業

　７月に発生した「熱塩温泉地区豪雨
災害」の被災地区支援のため、現地ボ
ランティアセンターを設置し、多くの
ボランティアの協力を得ながら支援活
動を展開しました。
　活動件数		  17件

（土砂撤去、家具運搬、屋内清掃など）
　ボランティア参加者		  延262名

◎第９回 喜多方市
　社会福祉大会の開催

　市民皆様の社会福祉に対する理解
と関心を深め、地域福祉をより一層充
実することを目的とし開催しました。
○表　彰　大会会長表彰		  １団体
　　　　　社協会長感謝		  ３名
　　　　　県共同募金会長感謝
　　　　　　 19名、10団体、20校

○福祉作文優秀作品発表
　　　　　 小学生３名　	中学生２名
○記念講演
　「泣いて笑ってがんばって」
　講師：エッセイスト　海老名香葉子 氏
　　　　　　　　参加者：546名

◎共同募金・歳末たすけ
　あい運動への協力

　行政区長の皆様、民生児童委員の
皆様をはじめ、多くの市民の皆様のご
理解とご協力をいただき、共同募金・
歳末たすけあい運動を展開しました。
　共同募金運動募金実績　	8,626,582円
　歳末たすけあい運動募金実績　5,055,771円

◎おもちゃ図書館の開設

　全ての子どもたちが、おもちゃや本
を通して人間性豊かに成長することを
支援するとともに保護者に交流の場を
提供しました。

（開設日数）　（延利用者数）　
　本所（喜多方）	 69日	 5,632名
　熱塩加納支所	 12日	 122名
　塩川支所	 59日	 1,567名
　山都支所	 17日	 227名
　高郷支所	 24日	 315名

お知らせ
介護職員初任者研修の開催準備を進めています！

　喜多方市社会福祉協議会では、介護の資格を取得して、地域の介護施設職員やホームヘルパーとして働きたい方等を
対象とし、「介護職員初任者研修」の年度内実施に向け準備を進めています。
　詳細が決定しましたら、皆様にお知らせいたしますので、もうしばらくお待ちください。

【問い合わせ先】喜多方市社会福祉協議会　福祉課　　TEL.0241-23-3231
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高齢者料理教室開催

～心にしわはなし～ 「第30回 センターまつり」

塩川町陶芸教室日帰り研修

　喜多方市高齢者生産活動センターでは「第30
回センターまつり」を開催しました。（６月８日
（日）：岩月町火付沢　同センターに於いて）活
動している８グループの会員の皆さんが丹精こめ
て作った作品の展示・販売や体験教室、バザー
や軽食コーナーなど大勢の方々で賑わいました。

高郷デイサービスの運動会「玉入れ」

七夕飾りに願いをこめて！

　高郷デイサービスでは６月23 日から一週間、皆さんと手作りの
運動会を実施しました。「自然と元気が出てくるね。」と話される
方も多く、玉入れでは、赤白に分かれて中央のカゴを目がけ、色
とりどりの玉を投げ込みました。
　大きさや重さが不揃いの玉々は、同じく投げても上手く入らず、
そこにおもしろさがあるようでした。

塩川地区

喜多方地区

熱塩加納地区

高郷地区

山都地区

　山都デイサービスの利用者さまのために、年に４回耶麻農業高等
学校の生徒さんから楽しいプレゼントが届いています。
　７月は七夕飾りの製作キットを届けていただき、利用者の皆さまは
生徒達の作った「見本」を見ながら、天まで願いごとが届くように
と真剣に楽しそうに仕上げられていました。

　塩川町陶芸教室では、日頃より「作る楽しさ・使う喜び」を求め世界
に一つだけの作品づくりに励んでいます。このたび、会員研修として山形
市の「平清水焼七右ェ門窯」を訪問し、体験研修を実施してきました。
　日頃の製作の疑問点を質問したり、釉薬の特徴など熱心に見入るな
どされていました。
　今回の研修がきっと作品作りに生かされることと思います。

　７月２日、市の栄養士さんや食生活改善推進員のご協力をいただき、町内のひとり
暮らしや高齢者夫婦の方々を対象に料理教室を開催しました。１２名の皆さんが久
しぶりの再会に会話をはずませながら、料理の話しに耳を傾けていました。
　夏場の暑さを乗り切るために『～身近な野菜を利用して～』と題して、なすやきゅう

りの『なすサラダ』をはじめ、かぼちゃを煮込んだスープ『かぼちゃ旨煮』
など夏野菜を使っての献立は、「美味かった」と評判でした。
　また、お話しの時間には『食中毒予防の基礎知識』『熱中症予防につい
て』を栄養士さんからご講演もいただきました。
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　地域包括支援センターは、高齢者の方が住
みなれた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　行政機関、介護サービス事業所、医療機関、
警察など適切な機関と連携して困りごとの解
決に努め、地域の高齢者や家族を支えます。

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

元気を応援
！！

元気を応援
！！

元気を応援
！！
あなたの街の

「喜多方市地域包括支援センター」　

　私たちの体の半分以上を水分が占めています。体温を調節したり、
栄養素や酸素を運んだり、老廃物を排泄するなど、生命を維持する大
事な役割があります。体内の水分は特に筋肉に蓄えられていますが、
加齢と共に筋肉量が減少するので、年齢を重ねると体の水分貯蓄量は減ってきます。従って、若い
頃には耐えられた喉の渇き等も高齢になると、即、脱水症などに繋がりやすくなります。

Ｈ26.6.27 熱塩多目的集会セン
ターにて、熱塩地区の皆さまを
対象に、介護予防教室を行いま
した。体操やゲームなどで楽し
く脳の活性を図りました。

Ｈ26.7.15 市内のケアマネジャーや、施設の職
員の方々を対象に、
成年後見制度につい
て社会福祉士の熊谷
まゆみ氏より講義を
いただきました。

Ｈ26.6.8 高齢者生産活
動センター祭りにて、街
かど相談・血圧測定を
行いました。様々な相
談があり健康への関心
の高さを実感しました。

包括支援
センターの

活動を紹介します

包括支援
センターの

活動を紹介します

　基本は水を飲みましょう。冷えた水より、常温
の方が体の負担になりません。
　また、お湯でも良いでしょう。

　スポーツドリンクなどイオン飲料は吸収も良く、
塩分や糖分も含まれているのでエネルギー補給
も出来ます。発熱時や運動後に適しています。
寝る前の少量も良いですが、普段はあまり多
く飲むべきものではありません。

　その他、コーヒーや紅茶、アルコールは利尿効
果があるので、水分補給の目的で飲むものでは
ありません。一息入れたい時やストレス
解消の目的としてほどほどにとどめてお
きましょう。

　緑茶に含まれるカテキンは殺菌や美肌、体脂
肪の吸収を防ぎ代謝を良くすると言われていま
す。が、カフェインも含まれていますので、眠れ
なくなる方は夜の摂取は控えましょう。
麦茶などはカフェインはありません。

のどが渇いたと
感じる前に

水分補給をしま
しょう。

何を飲むべきなの何を飲むべきなの

出前介護予防教室

街かど相談室包括研修

上手な脱水予防・水分補給について上手な脱水予防・水分補給について
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日　時　平成26年９月21日（日）午前10時〜午後3時
場　所　喜多方プラザ文化センター
内　容　
●遊びのコーナー（無料）

〈迷路、ジャンボジェンガ、
　バルーンパラダイス、
　　　ストラックアウト等〉
●模擬店コーナー　（有料）

〈焼きそば、ハンバーガー、
　フランクフルト、かき氷等〉　
各児童館保護者会による美味しい・楽しい模擬店！

他にも子どもたちによる「一輪車ショー」など、
内容盛りだくさんでお待ちしております。
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「児童館まつり」のご案内

【問い合わせ先】喜多方市中央児童館　TEL.0241-22-1766

高齢者総合相談センター
巡回相談会開催

開催日／平成26年８月21日（木）
時　間／一般相談（センター相談員）
　　　　　午前10時30分～午後３時（予約不要）
　　　　法律相談（弁護士）
　　　　　午後１時～午後３時（予約制・先着５人）
会　場／喜多方市総合福祉センター・会議室
　（喜多方市字上江3646-1　TEL.0241-23-3231）

【ご予約・お問い合わせ先】
受付時間／平日 午前9時〜午後5時

福島県高齢者総合相談センター
TEL.024-524-2225

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
いきいき長寿課内

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
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略
）

（
平
成
26
年
4
月
１
日
〜
6
月
30
日
受
付
分
）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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※きたかた社協だよりの作成経費として、社協会員会費及び共同募金配分金を
　活用させていただいております。

　この事業は、ご家庭で要介護者を介護されている市民の皆様を対象に、日帰りまたは一泊で介
護者同士の話し合いや研修の場を提供し、お互いに心身のリフレッシュをしていただくことを目的
として実施いたします。

※上記のコースのうち、１家族につき１回（1名）参加できます。申込期間前は受付できませんのでご了承願います。
※初めての方も、今まで参加したことのある方も、是非ご参加ください。

日 　 　 時

場 　 　 所

内 容

負　担　金
募 集 人 員

申 込 期 間

①日帰りリフレッシュ ②一泊リフレッシュ

平成26年１０月１5日（水） ９：００～17：0０ 平成２６年１０月２３日（木）～２４日（金）
１０：００～翌日１６：００

新潟県寺泊方面

※現地でミニ研修や参加者相互の介護についての交流会を行います。

宮城県松島方面
松島センチュリーホテル（泊）

１，０００円 ４，０００円
３０名 ５０名

平成26年８月１日（金）～
　　　　　平成26年９月30日（火）

平成26年８月１日（金）～
　　　　　平成26年10月８日（水）

日本海を眺めながら心も体もリフレッ
シュ！！更に海の幸でお腹も満たして大満
足！！昼食会場で研修・交流会も行います。

海岸沿いの温泉ホテルで研修･交流会を行いま
す。ゆったりとした時間をお過ごし下さい。翌日
は鮮魚ショッピングで更にリフレッシュ！！

本講座は、傾聴に関する知識及び技能等を習得し、地域の中で積極的に傾聴活動を行うボラン
ティアを養成することを目的とし開催します。

喜多方市民の方で、介護保険の要支援、要介護の認定を受けている方を在宅で常時介
護している家族の方※申込者多数の場合は、締切日前でも受付を締め切ることがあり
ますのでご了承下さい。
①参加される方のお名前　　②ご住所　　③電話番号　　④担当の介護支援専門員
⑤介護を必要とされている方のお名前　　⑥介護度　　　⑦ご希望のコース
⑧集合場所までの送迎の有無  　
以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。
喜多方市社会福祉協議会　TEL.0241-23-3231
熱塩加納支所0241-36-3112、塩川支所0241-27-3948、山都支所0241-38-3100、
高郷支所0241-44-7111、地域包括支援センター0241-21-8856でも受付いたします。

当日は喜多方市社会福祉協議会職員が同行いたします。

対象者

参加申込み

その他

『平成26年度傾聴ボランティア養成講座』受講者募集!

募集締め切り後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。

平成26年度

第１講　平成26年８月27日（水） 13：30～
　　　　「よい聴き手になるための傾聴の意味と意義の理解」
　　　　　講師：会津大学短期大学部  講師  木村 淳也 氏
第２講　平成26年９月４日（木） 13：30～
　　　　「傾聴ボランティアの活動内容、専門的手法、傾聴のポイント」
　　　　　講師：福島いのちの電話　研修委員  田中 照子 氏

原則として２講全て受講で
きる方　※資格・経験不要

日程・内容

参加対象者

喜多方市総合福祉センター　
２階　会議室

会　　　場 喜多方市社会福祉協議会窓口ま
たは電話（TEL.23-3231）にて
お申込ください。

問合せ・申込み

※各講座２時間程度の予定です。
※２講全て受講された方には、傾聴ボランティア体験実習の場をご用意いたします。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

参加費無料

家族介護者リフレッシュ事業のご案内
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